






 

Ⅰ研究目的 

 先天性胆道閉鎖症は小児の難治性肝疾患のなかでも治療成績が不良な疾患で

あるが、最近長期生存症例が次第に増加している。本研究はこれら胆道閉鎖症

例の遠隔成績を検討し、本症の予後を解明するとともに治療法を改善すること

を目的とした。 


